
僅
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁

僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁

丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠

は
、
編
集
ソ
フ
ト
を
駆

使
し
て
型
破
り
の
誌
面

づ
く
り
を
リ
ー
ド
。

「
読
ん
で
楽
し
い
農
業

委
員
会
だ
よ
り
を
発
行

す
る
」
と
い
う
編
集
方

針
で
、
農
家
の
関
心
が

高
い
農
業
機
械
の
効
果

的
な
使
い
方
を
紹
介
す

る
連
載
を
自
ら
執
筆
し

て
い
る
。

山
田
会
長
の
連
載

「
教
え
て
‼
農
地
法｣



広
報
部
員
の
突
撃
取
材

や
自
由
研
究
な
ど
、
広

報
部
員
が
楽
し
み
な
が

ら
分
担
し
て
執
筆
し
、

読
者
参
加
の
「
投
稿
ひ

ろ
ば
」
の
コ
ー
ナ
ー
も

好
評
だ
。
最
近
は
、
町

内
外
の
農
家
か
ら
委
員

や
事
務
局
に
多
く
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
。

金
賞
の
「
農
業
委
員
会
だ

よ
り

Ｋ
ｙ
ｏ
た
ん
ば
」

は
、
京
都
府
代
表
と
し
て

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
て

お
り
、
３
月
中
に
審
査
の
結

果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
だ
。

な
ど
、
圧
倒
的
な
迫
力
で
農

業
委
員
会
の
多
彩
な
活
動
を

伝
え
る
特
集
と
、
読
者
が
楽

し
く
読
め
る
連
載
企
画
が
満

載
で
｢

広
報
部
員
が
最
高
の

農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
追
求

し
て
い
る
誌
面
づ
く
り
」
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

編
集
長
の
宇
野
栄
晃
委
員

２
０
２
４
年
の
京
都
府
農

業
委
員
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
京
丹
波
町
の
「
農
業
委
員

会
だ
よ
り

Ｋ
ｙ
ｏ
た
ん

ば
」
（
年
３
回
発
行
）
が
２

年
連
続
で
金
賞
（
京
都
府
知

事
賞
）
を
受
賞
し
た
。

「
激
録

農
業
委
員
密
着

24
時
」
「
事
務
局
大
解
剖
」

支
援
、
地
域
特
産
物
の
生
産

振
興
、
集
落
営
農
組
織
に
対

す
る
支
援
、
農
業
資
材
・
燃

油
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
支

援
な
ど
、
現
場
の
切
実
な
要

望
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ

た
。こ

の
ほ
か
｢

女
性
農
業
者

の
子
育
て
支
援
の
充
実
」

（
南
丹
市
）
｢

農
業
体
験
施

設
の
整
備｣

（
城
陽
市
）
な

ど
、
各
市
町
独
自
の
施
策
に

関
す
る
意
見
も
提
出
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
意

見
は
、
各
市
町
の
２
０
２
５

年
度
以
降
の
施
策
の
企
画
立

案
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い

る
。農

業
委
員
会
法

38
条
に
基
づ
く
施

策
改
善
の
意
見
提

出
は
、
全
委
員
会

で
取
り
組
み
が
必

要
な
業
務
で
あ

り
、
府
農
業
会
議

で
は
、
来
年
度
、

さ
ら
に
多
く
の
農

業
委
員
会
が
意
見

書
を
提
出
す
る
よ

う
に
推
進
し
て
い

く
予
定
だ
。

業
委
員
会
が
多
か
っ
た
が
、

別
途
に
「
女
性
農
業
者
と
の

意
見
交
換
会
」
や
「
若
手
農

業
者
と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
、
施
策
改
善
の
意
見

に
反
映
さ
せ
た
委
員
会
も
あ

っ
た
。

意
見
書
で
は
、
各
市
町
で

本
年
度
に
策
定
す
る
地
域
計

画
の
実
現
と
定
期
的
な
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
支
援
が
来

年
度
か
ら
大
き
な
課
題
と
な

る
た
め
、
多
く
の
農
業
委
員

会
が
「
農
業
振
興
担
当
課
と

農
委
事
務
局
の
職
員
増
と
体

制
強
化
」
を
求
め
た
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
の

本
年
度
、
府
内
の
全
農
業

委
員
会
が
「
農
業
者
の
意
見

集
約
」
に
取
り
組
み
、
う
ち

10
委
員
会
（
城
陽
市
、
京
田

辺
市
、
亀
岡
市
、
南
丹
市
、

京
丹
波
町
、
舞
鶴
市
、
福
知

山
市
、
宮
津
市
、
伊
根
町
、

京
丹
後
市
）
が
施
策
改
善
の

意
見
書
を
各
市
長･

町
長
に

提
出
し
た
。

農
業
者
の
意
見
聴
取
は
、

地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
た

話
し
合
い
の
場
で
行
っ
た
農

す
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る

と
強
調
し
た
。

一
方
、
京
田
辺
市
農
業
委

員
会
の
澤
田
会
長
は
、
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
市
内
全
26
地
区
で

地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
地

図
の
色
塗
り
や
、
１
筆
ご
と

に
将
来
の
耕
作
者
の
検
討
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
。

委
員
が
担
当
地
区
で
責
任
を

持
っ
て
話
し
合
い
を
推
進
し

た
お
か
げ
で
、
地
域
計
画
の

策
定
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

全
国
農
業
委
員
会
都
市
農

政
対
策
協
議
会
は
、
１
月
27

日
、
「
地
域
計
画
策
定
に
向

け
た
農
業
委
員
会
の
取
組
」

を
テ
ー
マ
に
、
城
陽
市
と
京

田
辺
市
で
現
地
研
修
会
を
開

催
。
６
府
県
農
業
会
議
と
全

国
農
業
会
議
所
が
参
加
し
、

城
陽
市
農
業
委
員
会
（
谷
則

男
会
長
）
と
京
田
辺
市
農
業

委
員
会
（
澤
田
康
夫
会
長
）

が
活
動
の
報
告
を
行
っ
た
。

城
陽
市
農
業
委
員
会
の
谷

会
長
は
、
新
名
神
高
速
道
路

の
開
通
で
市
街
化
と
開
発
圧

力
が
強
ま
る
中
、
ま
ち
づ
く

り
の
進
展
に
即
し
た
新
た
な

農
業
の
展
開
を
考
え
、
地
域

計
画
の
話
し
合
い
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
。
今

後
は
、
各
農
家
の
意
向
を
踏

ま
え
、
将
来
ま
で
営
農
を
続

け
る
農
地
を
団
地
化
し
て
残

の
推
進
、
市

民
の
農
業
へ

の

参

画

交

流
、
地
元
食

材
を
活
用
し

た
美
食
都
市

の
推
進
、
災
害
時
の
必
要
物

資
の
供
給
な
ど
｢

農
業
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
各

分
野
で
両
者
が
協
力
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

府
内
初
の
市
町
村
と
Ｊ
Ａ

に
よ
る
連
携
協
定
で
、
包
括

的
な
地
域
振
興
に
取
り
組
む

モ
デ
ル
事
例
と
し
て
今
後
の

展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

京
丹
後
市(

中
山
泰
市
長)

と
Ｊ
Ａ
京
都
（
大
槻
松
平
理

事
長
）
が
１
月
27
日
に
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
農
業

と
食
の
分
野
を
中
心
に
、
両

者
が
協
力
し
て
京
丹
後
市
の

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
振
興
に

取
り
組
む
と
発
表
し
た
。

協
定
で
は
、
担
い
手
の
育

成
支
援
や
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
、
食
育
や
地
消
地
産

落
の
実
行
組
合

長
と
耕
作
者
の

地
図
を
囲
ん

で
、
地
域
農
業
の
将
来
に
関

す
る
話
し
合
い
を
進
め
て
き

た
。今

後
は
、
地
域
計
画
と
目

標
地
図
を
基
に
、
担
い
手
農

家
へ
の
農
地
集
積
や
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
（
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
）
な
ど
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
引
き
続
き
、
農

地
利
用
最
適
化
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

八
幡
市
で
は
、
地
域
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、
市
内
３

ブ
ロ
ッ
ク
の
地
区
連
絡
会
議

で
委
員
が
担
い
手
農
家
や
集

・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
燻く

ん

製せ
い

ジ
ャ
ー
キ

ー
・
皮
製
品
）
の
販
売
な
ど
で
事

業
を
順
調
に
拡
大
し
、
注
目
を
集

め
て
い
る
。

猟
師
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
笠
置
町
で

は
、
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
野

生
鳥
獣
の
捕
獲

を
継
続
で
き
る

か
危
惧
さ
れ
て

い
た
。

し
か
し
、
若

者
た
ち
が
捕
獲

に
参
入
し
、
解

体
・
精
肉
・
販

売
ま
で
事
業
化

に
成
功
し
た
た

め
、
町
内
で
の

鹿
の
捕
獲
頭
数

が
急
増
。
昨
年

度
は
以
前
の
約

10
倍
（
86
頭
）

が
捕
獲
さ
れ
、

農
作
物
被
害
が

大
幅
に
減
少
し

た
。過

疎
化
と
高

齢
化
が
進
む
町

で
、
町
内
の
女
性
グ
ル
ー
プ
や

職
人
経
験
者
と
協
力
し
な
が
ら

鹿
革
の
商
品
開
発
に
挑
戦
す
る

若
者
た
ち
の
活
躍
に
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

（
笠
置
町
農
業
委
員
会
）

大
学
の
同
級
生
３
人
が
「
獣
害

対
策
で
捕
獲
し
た
鹿
の
命
を
無
駄

に
せ
ず
利
活
用
し
た
い
」
と
笠
置

町
で
４
年
前
に
ジ
ビ
エ
事
業
を
開

始
。
現
在
で
は
、
鮮
度
に
こ
だ
わ

っ
た
生
ジ
ビ
エ
（
冷
蔵
配
送
）
や

多
彩
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
（
ハ
ム

りそうしゃる

㈱ＲＥＳＯＣＩＡＬ

ジ
ビ
エ
で
獣
害
を
減
ら
す

笠置町

八幡市農業委員会

奥村 芳治会長(74)

新会長の抱負新会長の抱負 地
域
計
画
を
基
に
最
適
化
活
動
を
推
進

｢

農
と
食
の
ま
ち
づ
く
り｣
へ

包
括
連
携
協
定
を
締
結

京
丹
後
市
×
Ｊ
Ａ
京
都

地
域
計
画
を
都
市
農
業
振
興
に
活
か
そ
う


全国農委都市農政対策協議会

城陽市･京田辺市で

現地研修会を開催

京
田
辺
市
農
業
委
員
会
・
澤
田

会
長
の
話
を
メ
モ
す
る
参
加
者

（
写
真
右
下
は
「
農
業
を
続
け

る
農
家
の
た
め
に
地
域
計
画
が

必
要
」
と
訴
え
る
城
陽
市
農
業

委
員
会
の
谷
会
長
）

協定書に署名した中山市長

（右）と大槻理事長

24年京都府農業委員会広報コンクール

京丹波町が２年連続金賞京丹波町が２年連続金賞京丹波町が２年連続金賞

圧
倒
的
な
迫
力
で
農
委
会
の
活
動
を
発
信


事
業
の
拡
大
で
Ｒ
Ｅｰ

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ

の
メ
ン
バ
ー
は
５
人
に
増
え
た

南
丹
市
農
業
委
員
会

と
女
性
農
業
者
と
の

意
見
交
換
会
（
昨
年

８
月
28
日
）

全農委会が｢農業者の意見｣を集約
10農委会が｢意見書｣提出

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
「
農
業

委
員
会
だ
よ
り

Ｋ
ｙ
ｏ
た
ん
ば
」

農

業

委

員

会

だ

よ

り

Ｋ
ｙ
ｏ
た
ん
ば

伊根町農業委員会の小原会長（中央）と

山口会長職務代理（左）から吉本町長に

意見書を提出（１月15日）

最優秀賞

京都 ８年(令和7年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


